
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省監修 

（検査内容）超音波検査 

補助対象：３０歳以上の偶数年齢女性 

骨粗しょう症とは、骨密度や骨の質の低下によって骨がもろくなり、骨折しやすくなる

病気です。骨量のピークは男女ともに 20 代で、特に女性は閉経に伴う女性ホルモンの減

少により、骨量が急激に低下します。骨粗しょう症による骨折は、要介護や命に関わるリ

スクを高めるため、日頃からの予防と定期的な検診が大切です。 

レディース検診のお知らせ 

骨粗しょう症検診 

毎日忙しく、ついつい自分の体調管理は後回しになっていませんか？ 

今年度補助対象でまだ検診を受けていない方、この機会にぜひ受診しませんか。 

子宮頸
けい

がん検診 
補助対象：２０歳以上の偶数年齢女性 

 

（検査内容）子宮頸部細胞診 

多くのがんは高齢になるほど増加しますが、子宮頸がんは 20代後半から急増し、30代・

40代に発症のピークを迎えます。主な原因はヒトパピローマウイルス（HPV）の感染です

が、女性の多くが一生に一度は経験するごく身近なウイルスです。 

 初期は自覚症状がほとんどありませんが、長い年月をかけて進行するため、早期（前が

ん病変など）に発見できれば子宮を残した治療や完治が十分可能です。20歳を過ぎたら、

2年に 1回の子宮頸がん検診を定期的に受けましょう。 

（検査内容）乳房超音波検査（30代） 

           マンモグラフィー検査（40歳以上） 

乳がん検診 

乳がんは女性ホルモンの影響を強く受けるがんで、40代から患者数が急増します。 

現在、日本人女性の 9人に 1人が乳がんにかかると言われており、女性のがん罹患数では

第 1位です。一方で、早期（ステージ Iなど）に発見して治療を開始すれば、90％以上の

方が治る病気でもあります。定期的な検診とセルフチェックで、早期発見に努めましょう。 

「無料クーポン券」もご利用いただけます。 

下記対象者は９月に送付したクーポン券をご持参ください。 

【令和８年度の対象者】  

子宮頸がん検診 平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生 

乳がん検診    昭和６０年４月２日～昭和６１年４月１日生 

補助対象：４０歳以上で５歳ごとの 
節目年齢の女性 

Ｒ８.１０月 宇城市作成 


